
学　校　評　価　報　告　書　　（江津市立津宮小学校）

№１ （平成18年度）

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

教育課程の
編成・実施

自校の課題を的確
に把握し、適切な教
育課程を編成・実施
する。

自校の実態を把握しな
がら、教育課程の編
成・実施を円滑に行う。

自己点検表（別紙）に
より客観的に点検し、
平均点が５段階で３．８
以上である。

・自己点検表（資料①－１）により
客観的に点検し、平均点が５段階
で３．７であった。
・各項目、概ね目標達成をしている
が、各教科の枠を超えて、読解力
向上を目指した取組について、落
ち込みが見られる。

Ｂ

・読解力、図書館利用、コンピュー
タ活用、特別支援教育等への対応
で、今後の取組を期待する。

Ｂ

・教育課程の編成、実施を円滑
に行うために、計画、実施の状
況を定期的に確実に点検する。
・読解力向上を目指した取組を
強化する。
・図書館利用、パソコン利用に
関連した教育課程の編成を強
化する。

学力調査の結果を分
析し、学力向上に生か
す手立てを明らかにす
る。

学力調査の結果につ
いて分析し、課題を明
らかにする。

「わかる授業」に取組
む。

児童アンケートで、肯
定的評価８０％超を目
指す。

漢字の読み書き、四則
計算の力を高める。

全校漢字・計算テスト
の結果について、数値
目標を設定し、その達
成を目指す。

個別指導や少人数授
業に力を入れる。

授業の実践記録によ
り、成果があった事例
を公表できる。

補充的な学習や発展
的な学習を取り入れた
指導に力を入れる。

授業の実践記録によ
り、成果があった事例
を公表できる。

地域の教育資源を生
かした単元を工夫す
る。

実践記録を公表でき
る。

体験的な学習を重視す
る。

体験的な学習の実践
記録を公表できる。

ふるさと教育フェスティ
バルに向けた取組に力
を入れる。

フェスティバル展示の
パネルやステージ発表
に向けた取組を公表で
きる。

中期目標領域

（１）分かる授業の創造に努め、豊かな学力の定着を図る。

確かな学力
の推進

短期目標 成果・取組指標

ふるさと教育

①豊かな表現力を
培い、ともに学ぶ力
を高める学習集団
づくり。

②少人数授業や特
別支援の取組によ
り、個に応じたきめ
細かな指導。

③明確なねらいを
持った教育活動の
企画と実践。

評価
項目

①
 

教
育
課
程
・
学
習
指
導

地域の「ひと、もの、
こと」を積極的に活
用した教育活動を工
夫する。

「自分」や「人」「ふる
さと」を大切にしよう
とする心情と態度を
育てる。

児童の感想、作文、ア
ンケート等から推察す
る。

児童にとって、ふるさと
の良さに気づき、愛着
や誇りに思うことができ
る。

改　善　策
外　部　評　価

・教員の自己評価「地域の教育資
源を生かした単元を工夫した授業
実践に努めた。（８８％）」「体験的
な学習を重視した。（８８％）」から、
ふるさと教育に対する取組は評価
できる。
・５年生が代表で参加する「ふるさ
と教育フェスティバル」に向けた取
組は、最大評価ができる。
・児童アンケート「自分たちが住ん
でいる町や江津市のことを勉強す
ることは、楽しい。（６５％）」「自分
たちが住んでいる町や江津市に
は、よいところがたくさんある。（６
７％）」から、ふるさとの良さに気づ
き、愛着や誇りに思うことができる
教育活動について、課題が残る。

Ｂ

・学力調査の結果について分析
し、課題を明らかにした。その課題
解決に向けた具体的な取組は今
後の課題である。
・児童アンケート「先生は、授業の
時いろいろな工夫をしてわかりや
すく教えてくれる。（８７％）」のよう
に、「わかる授業」を目指して取組
んできた。
・全校で、毎月、同時間に漢字及び
計算テストを実施し、学級単位で目
標値を設定し、その達成を目指し
た。
・教員の自己評価では、「個別指導
や少人数授業に力を入れた授業
実践に努めた。（６５％）」「補充的
な学習や発展的な学習を取り入れ
た指導に力を入れた。（６５％）」で
あり、指導方法の工夫改善には、
まだ課題が残る。

・教材研究に力を入れ「わかる授
業」を目指して実践され、学習の成
果については、児童のアンケート
報告や掲示物からも伺える。
・個別指導や少人数授業、補充的
な学習については、まだまだである
ように見える。
・児童の学力評価より、その向上
のための取組み方がどうであった
かがポイントと考えたい。 Ｂ

Ｂ

自　己　評　価

・計画に基づいた体験学習で興味
を持ち、ふるさと探求に取組んだ様
子が学習発表に表れていた。
・「ふるさと」「自分の住んでいる町」
を愛する心を育むことは素晴らしい
ことと思われますが。大切なものと
思います。
・ふるさと教育フェスティバルは素
晴らしかった。

Ｂ

・学力調査の結果を生かし、学
力向上に向けた具体的な手立
てを推進して行く。

・「わかる授業」を目指した授業
改善に取組む。

・豊かな表現力を培うための具
体的な手立てを明らかにする。

・ともに学ぶ力を高める学習集
団づくりを目指す。

・個に応じたきめ細かな指導を
徹底する。

・明確なねらいを持った教育活
動の企画と実践に努める。

・地域の教育資源を生かした単
元について、年間指導計画を確
立する。

・体験的な学習をさらに重視す
る。

・児童にとって、ふるさとの良さ
に気づき、愛着や誇りに思うこと
ができる教育的はたらきかけの
実践研究を行う。



学　校　評　価　報　告　書　　（江津市立津宮小学校）

№２ （平成18年度）

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

「本が大好き」という声
があがる「図書館教
育」に取組む。

児童アンケートで、肯
定的評価８０％超を目
指す。

読書活動の充実に力を
入れる。

読書活動推進につい
て、実績報告できる。

授業研究を行いなが
ら、道徳の時間の充実
を目指す。

教師の自己評価で、肯
定的評価８０％超を目
指す。

児童の道徳的実践力
を高める。

児童アンケートで、肯
定的評価８０％超を目
指す。

定期的に全児童を対象
とした教育相談を行う。

実施した成果を数値で
報告し、達成率９０％超
を目指す。

カウンセリングマインド
の手法を生かした生徒
指導を行う。

実践例について、報告
できる。

生徒指導体制の整備と
拡充を目指す。

教師の自己評価で、肯
定的評価８０％超を目
指す。

問題行動等への迅速
な対応を図る。

実践例について、報告
できる。

キャリア教育につい
て、認識を深め、全校
体制で取組む方向性を
明確にする。

教師の自己評価で、肯
定的評価８０％超を目
指す。

勤労体験やボランティ
ア活動体験を教育計画
に組み込む。

実践例について、報告
できる。

学校図書館
読書活動

領域

①教育活動を通して
の道徳的実践・人間
尊重の精神の涵
養。

（２）道徳教育・生徒指導の充実により社会的自己実現を支援する。

評価
項目

中期目標 短期目標 成果・取組指標

③教職員の共通理
解・協力体制によ
り、社会規範を遵守
する態度の育成。

②共感的児童理解
に基づく生徒指導の
充実。

児童アンケートで、肯
定的評価８０％超を目
指す。

生徒指導

生活習慣の基本をいく
つか押さえ、重点的な
指導を行う。

キャリア教育

・定期的に全児童を対象とした教
育相談は実施し、教員の自己評価
「カウンセリングマインドの手法を
生かした生徒指導を行った。（６
７％）」からは、ある程度の成果が
見られた。

・教員の自己評価「生徒指導につ
いて、教職員の共通理解が図ら
れ、協力的な指導体制が整備され
ていた。（３５％）」「生徒指導上の
問題行動等について、迅速な対応
が図られていた。（５７％）」のよう
に、教職員の共通理解・協力体制
には、大きな課題が残った。

・児童アンケート「自分は、家の人
や町の人にもあいさつをよくする。
（８５％）」「自分は、生活目標や学
校のきまりを守ろうと努力してい
る。（７６％）」から、児童の自律性
・教員の自己評価「キャリア教育に
ついて、認識を深め、全校体制で
取組む方向性が明確にされてい
た。（２６％）」「勤労体験やボラン
ティア活動体験が教育計画に組み
込まれていた。（３７％）」から、この
項目の課題性が明らかになった。

・学校図書館経営実績報告書（資
料②－３）のとおり、読書活動の取
組は評価できる。
・児童アンケート「自分は、読書が
好きで、本をたくさん読んでいる。
（６７％）」は、課題が残る結果であ
る。
・教員の自己評価「授業研究を行
いながら、道徳の時間の充実を目
指した。（７１％）」のように、各学級
で道徳の研究授業を行った。
・児童アンケート「自分は、道徳の
時間に自分をふりかえったり、自分
の考えをよく発表したりしている。
（４４％）」からは、道徳の時間の内
容や取組に課題も残る。

Ｃ

勤労観・職業観を育
てる指導を充実す
る。

①
 

教
育
課
程
・
学
習
指
導

児童の読書意欲を
高め、知的活動を増
進する。

道徳教育

②
生
徒
指
導

③
進
路
指
導

自　己　評　価
改　善　策

・道徳の指導には児童の心に響く
内容の資料を使用して振り返り、
思いを記述して発表すると効果的
ではないだろうか。
・児童に浸透していない内容の研
究が必要。
・アンケート結果が評価そのもので
あるより取組が目標にどう近づけ
たかの観点が欲しい。

Ｂ

Ｂ

外　部　評　価

Ｃ

Ｄ

・児童の心に響く道徳教育を推
進することとし、道徳の時間の
充実を目指す。

・道徳の時間には、児童が自分
をふりかえったり、自分の考えを
よく発表したりするように指導方
法を工夫する。

・全児童を対象とした教育相談
を定期的に行い、共感的児童理
解に基づく生徒指導の充実を目
指す。

・生徒指導体制の整備と拡充を
目指すために、具体的な方策を
とる。
　　○生徒指導部の体制改変
　
　　○生徒指導上の諸問題への
　　　対応方法の工夫改善

・生活目標による重点的な生徒
指導を徹底する。

・キャリア教育について、認識を
深める研修会を実施することに
よって、取組みの方向性を明確
にし、勤労体験やボランティア活
動体験を教育計画に組み込
む。

・バーコードによる「学校図書館
蔵書管理システム」の導入によ
り、図書館利用の充実を図る。

・読書内容の充実を目指す。

・適正な自己評価である。

Ｂ

Ｄ

・キャリア教育の難しさが浮き彫り
になっている。
・ないものを生み出す学習は難関
である。
・キャリア、勤労観、職業観を徐々
に育てて行く継続的活動が望まれ
る。

・時間的制約の中で難しいテーマと
思われます。手法の取り入れ方、
その評価、共通理解の仕方等の工
夫、指導の在り方の検討も必要な
のではないでしょうか。
・児童の自律性に結び付いている
活動は評価できるのではないで
しょうか。
・生徒指導での協力体制が取れな
いことは問題である。

Ｃ



学　校　評　価　報　告　書　　（江津市立津宮小学校）

№３ （平成18年度）

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

体力づくりの活動に継
続的、定期的に取組
む。

児童の自己目標達成
カードを利用する。

危機管理マニュアルに
基づいた学校安全対
策を徹底する。

教師の自己評価で、肯
定的評価９０％超を目
指す。

毎月１５日を「安全の
日」とし、安全点検を実
施する。

安全点検の実施記録
を公開できる。

月別、学期別等の単位
で学校事故ゼロを目指
す。

学校事故の記録につ
いて、公表できる。

防災・避難訓練を行う。
防災・避難訓練の実績
について報告できる。

不審者対応訓練を実
施する。

不審者対応訓練の実
績について報告でき
る。

日常の健康観察や疾
病予防等の指導を通し
て、子どもの自己健康
管理能力の向上を目
指す。

毎日の健康観察によ
る。

健康診断を効果的に実
施し、個別指導に力を
入れる。

個別指導の実践記録
により成果があった事
例を公表できる。

学校給食
学校給食の衛生管
理に万全を期す。

学校給食の衛生管理
をマニュアルに基づき
厳正に行う。

衛生管理トラブル"ゼロ
"を目指す。

・学校給食の衛生管理をマニュア
ルに基づき厳正に行い、衛生管理
トラブル"ゼロ"を継続中である。

Ａ

・適正にな自己評価されている。
・トラブル”ゼロ”を続けてください。

Ａ

・今後とも、学校給食の衛生管
理に万全を期す。

Ａ

②危機管理体制の
確立と安全意識と
ルール遵守の態度
の育成。

学校保健
学校環境衛生

学校保健計画に基
づいて、子どもの自
己健康管理能力の
向上を図る。

⑤
 

保
健
管
理

成果・取組指標
評価
項目

領域 中期目標 短期目標

（３）健康安全指導の徹底を図り、安心で楽しい学校の創造に努める。

児童及び保護者アン
ケートで、肯定的評価８
０％超を目指す。

健やかな体

・教員の自己評価「日常の健康観
察や疾病予防等の指導に努めた。
（１００％）」のように、日常の健康
観察や疾病予防等の指導は徹底
していた。
・個別に健康相談会を実施。
・元気っ子を育てる会の実施。
（学校保健委員会）

・教員の自己評価「危機管理マニュ
アルに基づき、学校安全対策を徹
底している。（８８％）」「毎月１５日
を「安全の日」とし、安全点検を実
施している。（９２％）」から、危機管
理体制については評価できる。し
かしながら、校内での骨折等の怪
我を伴う事故、交通事故の件数
は、目標を下回っているところに課
題が残る。
・防災・避難訓練を各学期に１回
行った。（授業中の火災、自由時間
中の火災、地震）
・２月に教職員対象にした不審者
侵入対応シュミレーション研修を行
うこととしている。

①体力・気力の向上
を図る健康安全・体
育の充実

外遊びやスポーツに熱
中する児童生徒を増や
す。

④
安
全
管
理

安全対応能力
の向上

安全意識を高め、危
機回避能力、危機
対応能力の向上を
目指す。

・体力づくりの活動に継続的、定
期的に取組むことを目指して、
具体的な方策を明らかにする。
　○自己目標達成型の体力づく
りを推進する。（がんばりカード
など）

・適正にな自己評価されている。
・ご苦労がしのばれる。

自　己　評　価

Ｂ

外　部　評　価

・児童アンケート「自分は、外遊び
やスポーツをよくしている。（７
６％）」保護者アンケート「お子様
は、外遊びやスポーツをすることが
多い。（８１％）」からは、外遊びや
スポーツに熱中する児童の姿が多
く見られる。反面、教員の自己評価
「体力づくりの活動に継続的、定期
的に取組んでいる。（３５％）」から、
体力づくりの活動に継続的、定期
的な取組に大きな課題が残る。

・児童数が多いため、個々の運動
能力の向上を目指す面ではやや
劣るのではないか。
・ローテーションを組んで、遊びを
通してしっかり訓練したい。
・「よく学び、よく遊び」のとおり、大
切な項目ですが、そのバランスの
取り方が難しいです。

Ｂ

改　善　策

Ｂ

・安全第一はもちろんですが、事故
の起きた後の対応と対策が大切と
考える。
・防災、避難訓練を定期的に実施
されており評価できる。

Ａ

Ｂ

・学校事故ゼロを目指すととも
に、児童の安全意識を高め、危
険回避能力を高める指導方法
の工夫改善に努める。
　○安全教育の年間計画の見
直しと実施状況の点検を行う。
　○地域安全マップの作成をね
らった授業を行う。
　○不審者対応のシュミレーショ
ン訓練を行う。

・元気っ子を育てる会（学校保健
委員会）の充実を目指す。



学　校　評　価　報　告　書　　（江津市立津宮小学校）

№４ （平成18年度）

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

「なかよし班」活動によ
り、児童の人権意識を
高める。

児童アンケートで、肯
定的評価８０％超を目
指す。

人権・同和教育に視点
を当てた参観授業を行
う。

年に１回は人権・同和
教育に視点を当てた参
観授業を行う。

特別支援教育コーディ
ネーターを中心に、校
内支援体制を整え、校
内委員会の開催や校
内研修等を充実させ
る。

教職員の自己評価で、
肯定的評価８０％超を
目指す。

個別の指導計画及び
教育支援計画を作成
する。

教職員の自己評価で、
肯定的評価８０％超を
目指す。

服務規律
教職員の厳正な服
務規律の確保に努
める。

服務規律の確保に関
する自己点検表によ
り、定期的に自覚を促
す。

教職員の自己評価で、
肯定的評価８０％超を
目指す。

・教員の自己評価「教育公務員の
自覚のもと、服務規律の厳正な確
保に努めている。（９６％）」であり、
評価できる。

Ａ

・適正な自己評価がなされている。

Ａ

・今後も、教職員の厳正な服務
規律の確保に努める。

学級経営案の一部を
公表できる。

情報管理
個人情報の保護・管
理を徹底する。

個人情報保護・管理に
関する対応マニュアル
を作成する。

個人情報保護・管理マ
ニュアルを公表できる。

・個人情報保護・管理に関する対
応マニュアルを公表する。ガイドラ
インを作成しホームページ公開して
いる。

Ｂ

・Ｂと評価する点が不明。

Ａ

・個人情報保護・管理に関する
対応マニュアルに基づき、情報
管理を徹底する。

・「なかよし班」活動は、定期的、
継続的に行う。

・人権・同和教育に視点を当て
た授業研究を行う。

・特別支援教育コーディネー
ターを中心に、校内委員会の開
催や校内研修等について、一層
の充実を目指す。
・個別の教育的ニーズの把握に
努め、個別の指導計画及び教
育支援計画を作成する。

・教職員の目標に向かう協働の
姿と子どもの好ましい人間関係
の構築を目指し、校務分掌の各
組織ごとの目標を設定し、達成
に向けた具体的な取組を推進
する。

・各学級において、学級経営案
に基づいた目標管理を推進し、
効果を上げる。

・学級通信により、学級の取組
を適時、保護者に伝える。

・児童アンケート「自分の学級は、
いじめや暴力などがなく、みんな仲
良く楽しいクラスである。（６３％）」
であり、児童自身には不満な部分
も多い。
・保護者アンケート「学年・学級だよ
りは、学年や学級の様子がよく伝
わってくる。（８７％）」では、ある程
度評価できる。
・すべての教員が経営案を作成し、
各学期末ごとに反省・まとめをして
いる。

Ｂ Ｂ

・一人一人を大事にする経営が
しっかりと受け止められるが、いろ
いろな思いの児童がいるため、き
め細かい見守り継続したい。

・教員の自己評価「特別支援教育
コーディネーターを中心に、校内支
援体制を整え、校内委員会の開催
や校内研修等を充実させている。
（８８％）」であるが、不十分である。
・個別の指導計画及び教育支援計
画について、次年度への引継ぎを
意図した様式で作成することとして
いる。
・教員の自己評価「自己の校務分
掌を自覚し、協働の気持ちで学校
運営に参画している。（８４％）」か
ら、ある程度評価できる。
・校務分掌の各組織ごとの取組状
況は、各綴りによる。

自　己　評　価

①同和教育を核とし
た人権教育を推進
する。

成果・取組指標短期目標
評価
項目

領域 中期目標

人権・同和教育

教職員の自己評価で、
肯定的評価８０％超を
目指す。

児童生徒・保護者アン
ケートで、肯定的評価８
０％超を目指す。

（４）豊かな情操を培う環境づくりをする。～１～

学級経営

校務分掌の各組織ごと
の目標を設定し、達成
に向けた具体的な取組
を推進する。

①教職員の目標に
向かう協働の姿と子
どもの好ましい人間
関係の構築。

学級経営の充実に
努める。

各学級において、学級
経営案に基づいた目標
管理を推進し、効果を
上げる。

②特殊学級・通級指
導教室・通常の学級
での個のニーズに
応える特別支援教
育を積極的に推進
する。

⑥
 

特
別
支
援

教
育

Ｂ

Ｂ

・「なかよし班」活動などの成果が、
児童アンケート「津宮小学校の子
どもたちは、みんなで仲良くしたり
助け合ったりするしている。（７
７％）」に現れている。
・人権・同和教育に視点を当てた参
観授業は、全学級で実施してい
る。

特別支援教育

（５）人権教育・特別支援教育の推進

⑦
 

組
織
運
営

学校運営
校務分掌

改　善　策

・児童会役員のリードのもとに全学
年合同の集会があり、楽しく集うこ
とにより互いの心が和み、効果あり
と見た。
・参観日に同和教育をすることはす
ばらしい。
・肯定的回答以外の児童への対応
が不明。

Ｂ

Ｂ

・相談室があり、有効に会が持た
れていると感じている。
・温かい見学会が肝要である。
・目標指数を超えていればＡと評価
できる。 Ｂ

Ｂ

・適正な自己評価がなされている。

外　部　評　価



学　校　評　価　報　告　書　　（江津市立津宮小学校）

№５ （平成18年度）

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

校内研修
校内における研修を
通して、教師力を高
める。

校内研修の充実を図
る。

教職員の自己評価で、
肯定的評価８０％超を
目指す。

・教員の自己評価「教師力を高め
るための校内研修は充実してい
た。（７１％）」とあるが、不十分であ
る。

Ｂ

・適正に自己評価がなされている。

Ｂ

・校内研修のより一層の充実を
図る。
・自己の研修課題を明確にし、
自己研鑽と修養に努める。

教職員の自己評価で、
肯定的評価８０％超を
目指す。

研究成果を公表でき
る。

学校評議員やＰＴＡ役
員から学校運営に関す
る意見・提言を得る。

学校評議員会、ＰＴＡ役
員会を定期的に開催す
る。

保護者や地域住民の
意見や要望を学校経
営に生かす。

保護者、地域住民に対
するアンケートを実施
する。

スクールボランティアに
ついて、校内システム
の構築を目指す。

保護者や地域の方の
学校支援ボランティア
の実績を上げ、実践例
を公表できる。

学校だよりを毎月発行
する。

学校だよりを毎月２５日
付けで発行する。

ホームページを開設
し、随時更新する。

月、一回上更新する。

幼小連携会を年２回実
施する。

幼稚園との交流学習を
実施する。

小中連携会を年２回実
施する。

小・中学校の教職員が
相互訪問し、児童生徒
との直接的な指導の場
を持つ。

・学校評議員会の内容充実を図
る。
・ＰＴＡの会合において、学校運
営に関する意見・提言を得る。
・地域住民の意見や要望を学校
経営に生かすことができるよう
に、学校公開日のあり方を検討
する。
・スクールボランティアについ
て、周知、啓発を推進し、実績
アップを目指す。

・津宮幼稚園との相互交流学習
を実施する。

・小・中学校の教職員が相互訪
問し、児童生徒との直接的な指
導の場を持つことによって、中１
ギャップの解消に努める。

・学校ホームページの内容充実
と随時更新を行い、アクセス数
のアップを目指す。

・Ｂとした理由は如何か。

Ａ

・指標の確実な実施が望まれる。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

外　部　評　価

Ｂ

学校教育の内容や
計画を広く情報発信
する。

研究授業、教材研
究を通して、授業力
を高める。

保護者や地域住民
との連携を強化し、
学校運営に対する
参画や協力を得る。

⑧
 

研
修

評価
項目

領域

学校運営への
参画及び協力

中期目標

情報提供

学校間の連携

⑨
 

保
護
者

、
地
域
住
民
等
と
の
連
携 幼・保・小・中の学校

種間の連携を図り、
児童生徒の心豊か
で健全な育成に資
する。

校内研究

Ｂ

・校内研究を重ねて、授業の充実
への努力が伺える。

・適正に自己評価がなされている。

小中が連携し、学校間
の円滑な接続に資す
る。

幼・保・小が連携し、円
滑な接続に資する。

校内における研究授業
や教材研究により、指
導方法等の工夫改善
を積極的に行う。

・学校評議員会の開催（学期に１
回）
・ＰＴＡ執行部会を随意開催
・保護者、地域住民に対するアン
ケートを実施した。

・スクールボランティアについて、本
校独自の実施要項を作成し、保護
者を対象としたボランティア実績を
残している。

・６月に１年生の出身保育所・幼稚
園の保育士・教員を招き連絡会を
実施。新１年生について、連携を図
る。
・２年生が昼休みの時間帯に津宮
幼稚園に出向き絵本の読み聞か
せを行った。（班別に、全員が体験
する。）
・７月に小中連絡会を実施。３月下
旬に実施予定
・小・中学校の教職員が相互訪問
し、児童生徒との直接的な指導の
場を持つことにつては、１月末まで
の実績なし。（１０月に青陵中の授
業を参観）

・学校だよりを毎月２５日に発行
（担当：校長）保護者アンケートで９
０％を超える肯定的評価を得てい
る。
・ホームページの開設（担当：教
頭）
更新は、月１回のペースで行う。

自　己　評　価

Ｂ

Ｂ

成果・取組指標短期目標

・研究授業、教材研究を通して、
授業力を高める。
・児童の伸びが実感できる、又
は実証できる研究実践に取組
む。

・教員の自己評価「研究授業や教
材研究により、指導方法等の工夫
改善を積極的に行った。（８０％）」
・研究論文を作成し、市教研に応
募した。ホームページで公開する。

改　善　策



学　校　評　価　報　告　書　　（江津市立津宮小学校）

№６ （平成18年度）

達　成　状　況 評価 考　　察 評価

文書・備品の管理を徹
底する。

教職員の自己評価で、
肯定的評価８０％超を
目指す。

③教育活動に資す
る校舎内外の言語
環境の整備。

教室や廊下の掲示を
工夫する。

児童アンケートで、肯
定的評価８０％超を目
指す。

④子どもの感性・情
操を育む自然環境
の創造と活用。

校舎内外の環境整備
を工夫する。

環境整備の実績

・市教委との連絡調整を密にし
ながら、施設設備の保全に努
め、安全確保に万全を期す。
　○老朽化した危険箇所の早期
発見に努める。

・文書及び備品の管理につい
て、工夫改善を行う。

・教育活動に資する校舎内外の
言語環境の整備を行う。
　○教室や廊下の掲示を工夫
する。

・子どもの感性・情操を育む自
然環境の創造と活用に努める。
　○中庭、ベランダ、階段、校庭
周辺、玄関など、「うるおい」と
「ぬくもり」のある環境整備を進
める。

改　善　策
自　己　評　価

・児童アンケート「教室の中やろう
かの掲示物は、工夫してある。（７
９％）」ではあるが、教育活動に資
する校舎内外の言語環境の整備
には、課題が残る。

・中庭を中心に、四季の装いを意
識した花壇、プランター、学校・学
級菜園の整備を進めたが、子ども
の感性・情操を育む自然環境の創
造と活用には、課題が残る。

Ｂ

・更なる努力が望ましい。

・随時、安全点検と簡易補修を行
い、安全確保に努めている。
・児童アンケート「学校の中で、あ
ぶないところやこわれたところがあ
れば、すぐによくなる。（６９％）」
・保護者アンケート「学校の施設・
設備などの環境は、安全面で満足
できる状態である。（５０％）」のよう
に、校舎や施設の中に老朽化・安
全不安が指摘されている。

・教員の自己評価「文書・備品の管
理が徹底されている。（７８％）」

Ｂ

・安全点検されている点は評価で
きる。

Ｂ

Ｂ

外　部　評　価

安全・維持管理

（４）豊かな情操を培う環境づくりをする。～２～

②施設設備の保全
及び文書・備品の管
理の徹底と、安全確
保及び教育効果を
高める。

随時、安全点検と簡易
補修を行う。

児童生徒・保護者アン
ケートで、肯定的評価８
０％超を目指す。

⑩
施
設
・
設
備

学習・生活環境

評価
項目

領域 中期目標 短期目標 成果・取組指標


